
写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

１月１４日、合併記念式典において、市内の小学

６年生による「行田未来日記」が披露されました。

これは、 新「行田市」の誕生を祝い、南河原地域

のいいところ、行田市のいいところ、合併の感想

や期待、そして未来に向けた抱負などをつづった

ものです。はつらつとした１７人に、会場からは大

きな拍手が送られました。（合併記念式典について

は６ページで紹介しています）

市民税・県民税、所得税申告相談

２月８日から３月１５日まで市内１３会場で実施します…………２～５

市民とともに合併を祝う　記念式典を開催…………６

保健案内……………１０～１１

写真館……………１４～１５

広場……………１６～１７

催し・募集……………１８～２１

歴史系譜・キラリ元気……………２２
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平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
行
田
市
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
平
成
17
年
中
に
事
業
、
給
与
、

不
動
産
、
配
当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
の
な
い

方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
る

場
合
や
、
税
務
関
係
証
明
書
が
必
要
な
場
合
に

は
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
方
は
申
告
不
要
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
の
税
務
課
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
給
与

所
得
以
外
に
所
得
の
な
い
方

今
年
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、（
表
１
）
の

と
お
り
で
す
。
今
回
か
ら
「
申
告
受
付
シ
ス
テ

ム
」
導
入
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
で
の
受
け
付
け
に

な
る
た
め
、
ど
の
会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
指
定
の
会
場
へ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
３
月
11
日
・
12
日
・
14
日
・
15
日
の

４
日
間
は
全
地
区
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
佐
間
公
民
館
は
、
今
回
か
ら
商
工
セ

ン
タ
ー
へ
会
場
を
統
合
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

所得税の確定申告は、納税者の方がご自分で１年間の所得金額を計算し、申告書を提出して納税する制度です。
市民税・県民税の申告は、前年１年間の所得に対する税額を適正に計算するための課税資料として、申告書の

提出をしていただくものです。
市では、２月８日（水）から３月１５日（水）まで各地域公民館などを会場に、皆さんの市民税・県民税、所得

税の申告相談を開催します。

平成１８年度　市民税・県民税申告相談開催日程 

２月 ８日 

９日 

１０日 

１３日 

１４日 

１５日 

１６日 

１７日 

２０日 

２１日 

２２日 

２３日 

２４日 

２７日 

２８日 

３月 １日 

２日 

３日 

６日 

７日 

８日 

９日 

１０日 

１１日 

１２日 

１３日 

１４日 

１５日 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

荒木１区～４区、荒木上宿、荒木団地 

荒木５・６区、７・８区（小見）、９区（白川戸） 

須加１区～４区（下中条）、須加５区～１２区 

上埼玉、下埼玉、片原（第一・第二・第三）、百塚、富士山（東・西）、利田 

渡柳（上・下）、杉原、野（宿・中・谷端・原・上手） 

下須戸、藤間 

小針、真名板、真名板東、青葉 

関根、若小玉（勝呂・中央・南・六本木）、藤原町（中央・東・西・南） 

西新町、深水町、壱里山町、清水町、門井団地、押上町 

門井、門井二丁目、第三門井、棚田、棚田町三丁目、三井砂原、三持田西部、持田西 

菅谷、一持田（北･南）、二持田（第一・第二・蔵場）、持田砂原、持田長町 

三持田（東・大宮口）、菊野台、持田五丁目、持田団地、駒形、西駒形、前谷 

下忍、南駒形、堤根、樋上、下忍団地 

一桜、二桜、三桜（南・北）、長野住宅、桜ヶ丘、富士見（東・西・北・中央） 

田端、林、橋場、中斉、堀の内、満願、白山、大下、新田、つるまき 

東台、柳坪、二谷郷新田、飯倉、栄町、春日、二谷郷東（第一・第二）、東栄、三谷郷 

一斎条、二斎条、斎条団地、一和田、二和田、一谷郷、小橋団地 

上、久保、里前、天袋、立野、新田、酒巻（上・下） 

南河原１区・２区、在家、犬塚、中江袋 

南河原３区（北・南）、馬見塚 

上池守、下池守、皿尾、中里、小敷田 

向町、大町、一佐間、二佐間、緑町、佐間神明、佐間三間 

 

　　　　　　　　　　全　　地　　区 
 

北谷（東・南・北・蓮華寺）、二北谷、帯廓、本丸、矢場、上荒井、城西、城南、田町、成田 

　　　　　　　　　　全　　地　　区 

荒木公民館
 

 

須加公民館 

埼玉公民館 
 

 

太田公民館 

 

太井公民館
 

 

持田公民館 
 

下忍公民館 

長野公民館
 

 

星河公民館
 

 

北河原公民館 

南河原公民館 
 

星宮公民館 

 

 

 

商工センター 

（お願い）・今回の申告相談からパソコンを導入するため、指定日以外の受付もでき 
　　　　　　ますが、できるだけ指定日にお越しいただきますようお願いします。 
　　　　　・市役所税務課での申告相談は受け付けておりませんので、ご理解・ご協 
　　　　　　力をお願いします。 
　　　　　・商工センターの駐車場は混雑が予想されますので、車でのご来場はなる 
　　　　　　べくご遠慮ください。 

（表１） 

（受付時間）午前９時３０分～午後４時 

月　日 曜日 会　場 地　　　　　　　区 

一・二旭、一・二天満、大手町、元町、一・二・三内行田、六ッ門、矢場一丁目 
一・二本町、新町、八幡町、下町、宮本、中央、エクセル行田中央 

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

13
会
場
で
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
を
申
告
す
る
に
は
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申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
印

②
平
成
17
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
支
計
算

の
分
か
る
書
類

③
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
給
与
証
明
書

④
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
払

込
証
明
書

⑤
支
払
い
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
17
年
中

に
支
払
っ
た
金
額
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も
の

⑥
農
業
所
得
者
の
方
は
、
農
業
所
得
の
お
知
ら

せ
ま
た
は
収
支
内
訳
書

⑦
申
告
相
談
の
案
内
は
が
き

今
回
の
申
告
相
談
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
送
付
し
て
い
た
「
市

民
税
・
県
民
税
申
告
書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

必
要
な
方
に
は
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
申
告
書
の
用
紙
は
、
各
地
域
公

民
館
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
）

申
告
は
、
平
成
18
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

を
適
正
に
計
算
す
る
上
で
大
切
な
も
の
で
す
。

書
類
な
ど
の
不
備
が
な
い
こ
と
を
十
分
ご
確
認

の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
３

月
15
日
（水）
ま
で
で
す
。

申
告
期
間
終
了
間
近
に
な
り
ま
す
と
相
談
会

場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
農
業
所
得
、
山

林
所
得
の
あ
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額

や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど

で
平
成
17
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
所

得
控
除
な
ど
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の

金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が
「
配
当
控
除

額
」
と
「
定
率
減
税
額
」
の
合
計
額
を
超
え

る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
所
得
の
年
収
が
２
千

万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
方
で
も
、

次
の
場
合
な
ど
に
は
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
給
与
所
得
や
退
職
所
得
が
あ
る
方
で
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
に
退
職
し
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
場
合

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
で
、
平

成
17
年
中
の
総
収
入
金
額
が
３
千
万
円
を
超
え

る
場
合
に
は
、
３
月
15
日
（水）
ま
で
に
そ
の
合
計

額
や
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
総
収
入
金

額
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、
現
金

を
持
ち
歩
く
こ
と
が
な
く
安
全
で
便
利
で
す
。

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
本
人
の
銀

行
口
座
へ
の
振
り
込
み
が
、
手
間
を
取
ら
ず
た

い
へ
ん
便
利
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
所
得
税
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
利
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
プ
リ
ン
タ
ー
（
カ
ラ
ー
印
刷
）
と

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
あ
れ
ば
、
夜
間
や
休
日

に
か
か
わ
ら
ず
ご
自
宅
で
申
告
書
の
作
成
が
で

き
ま
す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
申
告
会
場
が
混

雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

▼
所
得
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

行
田
税
務
署
�
５
５
６
│
２
１
２
３

※
今
回
の
申
告
か
ら
適
用
さ
れ
る
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
（
市
民
税
・
県
民
税
）
の
主
な
改

正
事
項
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
改
正
に
よ
り
、
昨
年
ま
で
は
非
課
税
だ
っ

た
方
が
課
税
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
受
け
付
け
に
な
り
ま
す

白
色
申
告
の
方
も
収
支
内
訳
書
の
添
付
を

確
定
申
告
が
必
要
な
方

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を

納
税
・
還
付
は
口
座
振
替
で

所
得
税
の
申
告
を
す
る
方
へ

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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○
老
年
者
控
除
の
見
直
し

65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除
（
48
万
円
）
が

所
得
税
と
同
様
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
老
年
者
非
課
税
措
置
の
見
直
し

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
、
老
年
者
非

課
税
措
置
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
表
３
）

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
で
も
、
寡
婦
、
寡
夫
、
障
害
者
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
今
ま

で
ど
お
り
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
非
課
税
要
件
も
今

ま
で
ど
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
計
算
方
法
の
改
正

所
得
税
と
同
様
と
な
り
ま
す
。

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
の
添
付
ま
た
は

提
示

所
得
税
と
同
様
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出
の
際
に
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

な
ど
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
定
率
減
税
の
見
直
し

こ
れ
ま
で
所
得
割
の
15
％
（
限
度
額
４
万
円
）

が
減
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
は

所
得
割
の
7.5
％
（
限
度
額
２
万
円
）
に
半
減
さ

れ
ま
す
。

○
均
等
割
課
税
措
置
の
見
直
し

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
が

同
一
の
妻
に
一
定
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
平

成
17
年
度
は
半
額
の
２
千
円
が
課
税
さ
れ
ま

し
た
が
、
18
年
度
か
ら
は
全
額
の
４
千
円
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

○
老
年
者
控
除
の
見
直
し

65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除

（
50
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
で
寡
婦
、
寡
夫
に
該
当

す
る
方
は
、
寡
婦
、
寡
夫
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
計
算
方
法
の
改
正

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
計

算
方
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
表
２
）

65
歳
未
満
の
方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

の
添
付
ま
た
は
提
示

国
民
年
金
保
険
料
（
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
掛

金
）
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
な
ど
の

添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

※
控
除
証
明
書
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
平
成
17
年
11

月
か
ら
平
成
18
年
２
月
上
旬
に
か
け
、
加
入
者
あ

て
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

均等割 

所得割 

非課税 

非課税 

１，３００円 

1/３を課税 

２，６００円 

２/３を課税 

４，０００円 

全額課税 

（表３） 

区　分 １７年度まで １８年度 １９年度 ２０年度 

公的年金等の収入金額 課税対象金額の計算 

公的年金等の収入金額 課税対象金額の計算 

０～２，５９９，９９９円 

２，６００，０００円～４，５９９，９９９円 

４，６００，０００円～８，１９９，９９９円 

８，２００，０００円～ 

年金収入－１，４００，０００円 

年金収入×０．７５－７５０，０００円 

年金収入×０．８５－１，２１０，０００円 

年金収入×０．９５－２，０３０，０００円 

０～３，２９９，９９９円 

３，３００，０００円～４，０９９，９９９円 

４，１００，０００円～７，６９９，９９９円 

７，７００，０００円～ 

年金収入－１，２００，０００円 

年金収入×０．７５－３７５，０００円 

年金収入×０．８５－７８５，０００円 

年金収入×０．９５－１，５５５，０００円 

（表２） ６５歳以上の公的年金等控除の改正 
（従来） 

（改正後） 

平成１７年分の所得税から適用される主な改正事項

平成１８年度分の個人住民税から適用される主な改正事項
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中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語

「
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
佳
作
」

納
税
は
明
る
い
未
来
の
　
命
綱

行
田
中
学
校
１
年
　
中
村
　
咲
希

ぼ
く
達
の
　
未
来
を
築
く
　
税
制
度
　
　
　
　
　

長
野
中
学
校
１
年
　
松
尾
　
朋
卓

「
行
田
市
長
賞
」

そ
の
税
金
　
よ
り
良
い
社
会
を
　
作
る
カ
ギ
　
　

忍
中
学
校
２
年
　
　
菅
　
　
綾
野

税
金
で
　
明
る
く
住
み
よ
い
　
街
づ
く
り
　
　
　

行
田
中
学
校
２
年
　
山
城
友
利
乃

私
た
ち
　
一
人
一
人
が
　
納
税
者

長
野
中
学
校
１
年
　
松
本
　
彩
果

税
の
義
務
　
輝
く
未
来
の
　
第
一
歩

長
野
中
学
校
２
年
　
今
泉
あ
ず
さ

納
め
ま
す
　
住
み
良
い
日
本
　
つ
く
る
た
め

見
沼
中
学
校
１
年
　
松
井
佳
奈
江

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
豊
か
な
暮
ら
し

埼
玉
中
学
校
３
年
　
伊
藤
　
衣
里

税
金
を
　
納
め
て
描
こ
う
　
す
て
き
な
未
来

太
田
中
学
校
３
年
　
村
上
　
洋
子

税
金
は
　
豊
か
な
く
ら
し
の
　
応
援
歌

西
中
学
校
３
年
　
　
小
沼
英
太
郎

「
南
河
原
村
長
賞
」

納
め
よ
う
　
み
ん
な
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

南
河
原
中
学
校
１
年

高
梨
　
澄
子

「
行
田
税
務
署
長
賞
」

税
金
で
　
町
が
変
わ
り
　
自
分
が
変
わ
る

忍
中
学
校
３
年
　
　
井
上
　
　
彩

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
未
来
の
社
会
　
　
　
　

行
田
中
学
校
１
年
　
栗
原
　
　
萌

消
費
税
　
暮
ら
し
を
支
え
る
　
大
き
な
力

長
野
中
学
校
１
年
　
寺
澤
　
勇
太

税
金
を
　
納
め
て
築
こ
う
　
日
本
の
未
来

見
沼
中
学
校
３
年
　
須
加
　
幸
生

納
税
は
　
や
さ
し
い
社
会
へ
の
　
パ
ス
ポ
ー
ト

埼
玉
中
学
校
３
年
　
木
村
友
理
香

ぼ
く
た
ち
の
　
納
め
る
一
歩
が
　
力
に
な
る

太
田
中
学
校
３
年
　
天
野
　
雄
介

期
待
す
る
　
正
し
い
納
税
　
使
い
道

西
中
学
校
１
年
　
　
中
村
　
可
奈

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
ぼ
く
ら
の
生
活

南
河
原
中
学
校
１
年

今
村
　
沙
織

「
埼
玉
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
」

納
税
は
　
未
来
を
築
く
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

行
田
中
学
校
３
年
　
中
村
　
美
希

「
行
田
県
税
事
務
所
長
賞
」

深
め
よ
う
　
広
げ
よ
う
社
会
に
役
立
つ
税
へ
の

関
心

見
沼
中
学
校
１
年
　
中
村
　
友
哉

納
税
で
　
作
る
幸
せ
　
み
ん
な
の
も
と
へ

南
河
原
中
学
校
２
年

渡
部
　
将
矢

「
行
田
税
務
署
管
内
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞
」

税
金
を
納
め
て
つ
く
ろ
う
楽
し
い
老
後

太
田
中
学
校
３
年
　
竹
内
　
佑
馬

「
社
団
法
人
行
田
法
人
会
長
賞
」

世
の
中
に
　
光
を
そ
そ
ぐ
　
皆
の
税

埼
玉
中
学
校
１
年
　
鈴
木
　
　
遥

「
行
田
間
税
会
長
賞
」

毎
日
の
　
身
近
な
所
に
　
税
は
あ
る

西
中
学
校
１
年
　
　
山
口
　
彩
香

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

「
埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞
」

「
税
金
を
募
金
へ
」

忍
中
学
校
１
年
　
　
峯
　
　
由
樹

「
今
、
世
界
中
で
役
立
っ
て
い
る
税
」

行
田
中
学
校
２
年
　
橋
メ
リ
ー
ロ
ー
ズ

「
日
本
の
未
来
」太

田
中
学
校
３
年
　
畠
山
恵
梨
菜

「
行
田
税
務
署
管
内
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞
」

「
自
動
車
に
関
わ
る
税
金
」

行
田
中
学
校
１
年
　
斉
藤
　
亜
未

「
担
税
者
」

埼
玉
中
学
校
３
年
　
松
岡
　
利
法

「
税
金
に
よ
る
街
づ
く
り
」

忍
中
学
校
３
年
　
　
鈴
木
彩
友
美

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
（
金
賞
）」

「
税
が
支
え
る
社
会
」

長
野
中
学
校
２
年
　
三
輪
　
翔
多

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
（
銀
賞
）」

「
税
金
に
つ
い
て
」

西
中
学
校
１
年
　
　
大
河
原
菜
々
美

「
少
子
化
の
問
題
と
税
金
」

太
田
中
学
校
３
年
　
渡
辺
　
浩
代

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
（
銅
賞
）」

「
身
近
な
税
金
」埼

玉
中
学
校
１
年
　
小
野
田
七
恵

「
税
と
明
る
い
社
会
」

西
中
学
校
２
年
　
　
高
橋
　
健
太

「
税
に
つ
い
て
」長

野
中
学
校
２
年
　
石
坂
　
雪
乃

「
行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
（
入
選
）」

「
税
金
へ
の
考
え
方
」

長
野
中
学
校
１
年
　
宮
倉
　
祥
悟

「
身
近
な
税
」

見
沼
中
学
校
２
年
　
吉
田
　
絢
音

平
成
17
年
度
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
」
お
よ
び
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
行
田
税
務
署
管
内

の
中
学
生
か
ら
、
５
千
を
超
え
る
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
市
内
の
次
の
方
々
が
入
選

し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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１月１日に南河原村と合併し新「行田市」がスタートしたこ

とを祝い、１月１４日に、国、県をはじめ近隣市町長ら行政関

係の来賓や市民約８５０人が出席する中、産業文化会館におい

て合併記念式典が開催されました。

式典では、まずオープニングとして、行田市合唱連盟会員

１００人が、ベートーベンの交響曲第９番第４楽章から「歓び

の歌」、小林亜星さんが作詞・作曲した「蓮の故郷
ふるさと

」などの合

唱を披露しました。

横田市長は式辞で、「水と緑　個性あふれる文化都市の実現

に向け、力の限りを尽くしたい」とあいさつ。小暮旧南河原村

長と田口市議会議長のあいさつの後、小学生１７人による「行

田未来日記」の発表がありました。

つづいて総務大臣代理、上田埼玉県知事、小島衆議院議員、

鈴木県議、埼玉県市長会代表から祝辞をいただいた後、友好都

市の桑名・白河両市の市長、市議会議長らからの祝電が披露さ

れました。

そして、総務大臣代理の青木信之消防庁国民保護室長から、

横田市長と小暮旧村長へ合併功労に対する総務大臣表彰状が贈

呈されました。また、新「行田市」誕生に貢献された旧合併協

議会委員、旧南河原村議会議員、旧南河原村助役、収入役、教

育長に市長から感謝状が贈られました。

武蔵あばれ太鼓保存会による勇壮な太鼓の実演後、約２時間

に及んだ式典は終了となりました。

１月４日、南河原

支所の開所式が行わ

れました。

旧南河原村役場が、

行田市の支所として

親しまれ頼られる地

域の拠点としてスタートすることを祝って行われたこ

の式典には、横田市長や小暮旧南河原村長ら５０人が

参加。支所銘板の除幕を行うと、出席者から大きな拍

手が起こりました。

式典が終わり、始業時間の午前８時３０分になると

さっそく市民が訪れ、手続きを行う姿が見られました。

新「行田市」の平成１８年１月１日の人口

当てクイズに市民の皆さんからたくさんの応

募をいただきました。残念ながらズバリ賞は

ありませんでしたが、次の方々がおしいい

（忍いい）賞に当選されました。

新「行田市」の人口（平成１８年１月１日

午前0時現在）８８,７８６人

○おしいい（忍いい）賞（５,０００円分の商品券）

予想人口　８８,７７７人

・大嶌祐子さん（谷郷）

・町田颯汰さん（富士見町）

オープニングはベートーベンの「第９」の合唱でスタート

多くの参加者を前に式辞を述べる横田市長

合併に貢献された方に感謝状を贈りました

南河原支所が地域の拠点としてスタート新「行田市」誕生の日
人口当てクイズ当選者発表
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２１
世
紀
は
、
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ま
わ
が
国
で
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
女
性
に
対
す
る
差
別
、
い
じ
め
や

虐
待
と
い
っ
た
子
ど
も
の
人
権
侵
害
、
障
害

者
や
高
齢
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
４４
年

の
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
の
施
行
以
来
、

国
も
自
治
体
も
、
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

生
活
環
境
の
面
で
は
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
心
理
的
差
別
の
解
消

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
も
の
の
、
全
国
的
に
見
ま
す
と
、
い
ま
な
お

差
別
事
象
が
後
を
絶
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
事
実
、

行
田
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
１６
年
７
月

に
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
差
別
発
言
事
件
が

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
関

係
の
皆
様
、
並
び
に
市
民
の
方
々
に
は
、
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
、
市
報
平
成
１７
年
７
月

号
に
掲
載
）

こ
の
差
別
発
言
事
件
発
生
を
、
市
で
は
、

た
い
へ
ん
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
和

問
題
に
対
す
る
認
識
が
市
民
一
人
ひ
と
り
に

正
し
く
理
解
さ
れ
ず
に
、
偏
見
と
し
て
根
強

く
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
現
在
も
な
お
そ
の
状
況
は
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
日
ま
で
の

社
会
啓
発
、
同
和
教
育
が
、
市
民
の
皆
様
に

対
し
て
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

行
田
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
部
落
差
別
の
あ
る
限
り
、
同
和
問
題
を

人
権
問
題
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

各
種
施
策
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
事
件
の
問
題
点
を
よ
く
踏
ま
え
て
、
同
和

教
育
・
啓
発
、
広
報
活
動
な
ど
に
さ
ら
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
差
別
の
な
い
人
権
の
尊

重
さ
れ
た
明
る
い
行
田
市
を
築
い
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
同
和
問
題
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
と

い
う
強
い
意
志
と
行
動
力
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
の

ほ
ど
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

差別のない人権尊重社会の実現に向けて

同
和
問
題
と
は
、
部
落
差
別
の

問
題
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
封
建

社
会
で
固
定
化
さ
れ
た
身
分
制
度

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
憲
法
に

よ
っ
て
国
民
の
誰
に
で
も
保
障
さ

れ
て
い
る
は
ず
の
基
本
的
人
権
が

侵
害
さ
れ
、
市
民
的
権
利
と
自
由

が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い

人
々
が
い
る
と
い
う
、
深
刻
に
し

て
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
な
か

で
は
、
多
種
多
様
な
形
態
で
現
れ

る
部
落
差
別
を
、
心
理
的
差
別
と

実
態
的
差
別
の
２
つ
に
大
別
し
て

い
ま
す
。

心
理
的
差
別
と
は
、
人
々
の
観

念
や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差

別
で
す
。

一
方
、
実
態
的
差
別
と
は
、
対

象
地
域
の
人
々
の
生
活
の
上
に
現

れ
て
い
る
差
別
の
こ
と
で
す
。

こ
の
心
理
的
・
実
態
的
差
別

は
、
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
差
別

を
助
長
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

で
は
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
非
合

理
な
因
習
差
別
意
識
が
、
現
在
で

も
一
部
に
根
強
く
残
っ
て
い
ま

す
。
因
習
を
無
批
判
に
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
冷
静
に
科
学
的

に
判
断
し
て
、
自
分
の
周
囲
に
あ

る
差
別
や
偏
見
に
気
付
き
、
そ
れ

を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
同
和
問

題
解
決
の
第
一
歩
と
な
る
の
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線
２
２
１
）

平
成
１６
年
７
月
に
市
内
で
、
あ
る
人
が
同

僚
に
対
し
、「
こ
の
辺
の
人
は
、
特
定
の
地
区

の
人
に
対
し
て
、
４
本
指
を
出
し
て
合
図
す

る
こ
と
や
税
金
を
払
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の

差
別
発
言
を
し
た
も
の
。

差
別
発
言
事
件
と
は
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（特別職・職員の異動）平成１８年１月１日付
【特別職】

助役兼都市整備部長事務取扱兼建設部長事務取扱　金子眞久（助
役兼まちづくり部長事務取扱）

【部長・参事】
環境経済部長兼（財）行田市中小企業退職金共済会事務局長

保住　要（市民経済部長兼（財）行田市中小企業退職金共済会事務
局長） 市民生活部長　工藤正司（上下水道部長）

【次長】平成１８年１月２日付
市民生活部次長兼南河原支所長　今村宗雄（南河原村助役）

【課長・副参事】
建設部管理課長　永沼　隆（上下水道部水道工務課長） 市民生活

部防災安全課長　加島慎悟（企画財政部政策調整課長） 総務部人
権推進課長　大山能則（（教）生涯学習部ひとつくり支援課長）
総合政策部広報広聴課長　小林啓一（（財）行田市産業･文化･ス

ポーツいきいき財団本部企画･管理担当総括マネージャー兼古代蓮
の里事業部総括マネージャー） 都市整備部水道工務課長　野中
忠五郎（まちづくり部建築課長補佐兼営繕係長） （教）生涯学習
部ひとつくり支援課長　高橋秀男（総務部総務課長補佐兼防災･危
機管理担当グループ主幹兼選挙管理委員会書記次長） 市民生活
部副参事（防災安全担当）兼防災安全課防犯対策係長事務取扱
今村　正（南河原村参事兼総務政策課長） （教）生涯学習部副
参事（ひとつくり支援担当）中丸好太郎（南河原村参事兼教育委員
会教育次長）

【退職】平成１７年１２月３１日付
金子安市（総務部人権推進課長）

（ ）内は前職
問い合わせ 人事課（内線２０８）

心肺機能の停止した人に対し、気管にチューブ
を挿入（気管挿管）し気道確保ができる資格を持
った認定救急救命士が誕生しました。気道に異物
が詰まるなどの症状で救急車を呼んだ際、現場で
気道の確保が可能となり、救命率の向上が期待さ
れます。
これまでは、間接的にチューブを挿入し気道確

保を行っていましたが、法律の改正により本格的
な気管挿管が可能となったもので、県メディカル
コントロール協議会から消防署に所属する堀一夫
救急救命士（司令補）が認定されました。認定には
講習の受講のほか病院での３０症例の実習が条件
で、行田市では初、県北では４人目の認定となり
ます。
今後も認定救命士を養成していくため、市内の

病院での実習を計画しています。実習にあたって
は、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。
問い合わせ 消防署 �５５６－３００５

気
管
挿
管
訓
練
を
行
う
堀
救
急
救
命
士

人　事　異　動 救命率向上に期待
『気管挿管』認定救急救命士誕生

救命率向上に期待
『気管挿管』認定救急救命士誕生

心身障害者福祉手当に所得制限が導入されます

平成１８年４月より在宅の身体障害者手帳の等級が１
級または２級に該当する方、療育手帳の等級が�または
Ａに該当する方について、下表の所得制限が導入され、
障害者本人またはその保護者に一定額以上の所得がある
ときは、心身障害者福祉手当の支給が停止されます。

なお、身体障害者手帳の等級が３級に該当する方、療
育手帳の等級がＢに該当する方および施設に入所してい
る方の所得制限（障害者本人またはその保護者の所得税
額９万円以下）は、変更ありません。
現在心身障害者福祉手当を受給されている方には、郵

送にて個別にご案内いたします。
問い合わせ 福祉課障害福祉担当（内線２６５）

このほど、行田市選挙管理委員会と行田市明るい選挙推進協
議会が主催する「明るい選挙啓発ポスター展」の審査が行われ、
小学校の部５点、中学校の部３点が優秀作品として選ばれまし
た。また、これらの作品は、埼玉県選挙管理委員会が実施する
明るい選挙啓発ポスターコンクールに送られ、中央小学校の島
野沙紀さんの作品が佳作に選ばれました。

○小学校の部
①桜ヶ丘小学校１年　佐々木　彩さん

②中央小学校　４年　岩崎　麻緒さん

③星宮小学校　５年　川上菜津美さん

④中央小学校　６年　島野　沙紀さん

⑤南 小 学 校　６年　五十幡茉利奈さん

○中学校の部
①長野中学校　３年　岡本　祥子さん

②長野中学校　３年　佐々木春奈さん
③埼玉中学校　３年　宮崎　暢子さん

問い合わせ
選挙管理委員会（内線２１９）

所得制限限度額の一例

※注　所得とは諸控除後の額です。

扶養親族等の人数
支給停止になる所得額　（円）

本人所得額 保護者所得額

０
１
２
３
４
５

３,６０４,０００
３,９８４,０００
４,３６４,０００
４,７４４,０００
５,１２４,０００
５,５０４,０００

６,２８７,０００
６,５３６,０００
６,７４９,０００
６,９６２,０００
７,１７５,０００
７,３８８,０００

明るい選挙啓発ポスター入選作品を紹介します

島野沙紀さんの作品
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【
相
談
事
例
】

過
去
に
契
約
し
た
レ
ジ
ャ
ー
会
員
権
の
会
員
契
約
が
終

了
し
て
い
な
い
の
で
、
や
め
る
の
で
あ
れ
ば
50
万
円
支
払

う
よ
う
に
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
一
括
で
は
支
払
え
な

い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
分
割
で
も
よ
い
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
の
た
め
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
購
入
し
た
こ
と
に
す
る
と
言

わ
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

後
で
確
認
し
た
ら
、
会
員
権
の
契
約
を
し
た
会
社
は

既
に
倒
産
し
て
い
た
。
ま
た
、
支
払
い
も
既
に
終
了

し
て
い
る
の
で
、
50
万
円
も
の
お
金
が
必
要
と
は
と

う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

事
例
は
、
過
去
の
契
約
情
報
が
悪
用
さ
れ
、
新
た
な
契

約
の
勧
誘
を
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。勧
誘
は
突
然
で
、

他
の
人
が
知
ら
な
い
は
ず
の
自
分
の
契
約
情
報
を
知
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
信
用
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
相
談
者

も
、
ま
さ
か
そ
の
情
報
が
他
の
業
者
の
手
に
渡
り
新
た
な

契
約
の
勧
誘
を
さ
れ
た
と
は
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。今

回
の
事
例
で
は
、
契
約
を
し
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ

っ
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
し
た
。
事
例
の

よ
う
に
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

た
め
に
は
大
切
で
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
17
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、

個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が
ら
個
人
の
権
利
や
利

益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
個
人
デ
ー
タ
の
適
正
な
取
得
や

利
用
目
的
の
明
示
な
ど
民
間
事
業
者
が
最
低
限
守
る
べ
き

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
情
報
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、

自
分
で
守
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

個
人
情
報
を
問
わ
れ
る
機
会
は
意
外
と
多
い
も
の
で

す
。
そ
の
と
き
に
、
こ
の
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
考
え
た
上
で
、
む
や
み
に
提
供
し
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

②
個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
そ
の
使
い
道
な
ど
を

確
認
し
て
お
く
こ
と

個
人
情
報
が
思
わ
ぬ
利
用
の
さ
れ
方
を
し
て
事
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
個

人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
利
用
目
的
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課

（
内
線
２
５
２
）

「
個
人
情
報
」
が
利
用
さ
れ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

 
人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

２月２８日（火） 

２月２０日（月）、３月６日（月） 

３月３日（金）・１０日（金）　　 

２月１６日（木）・２０日（月）・２３日（木）・２７日（月）  
３月２日（木）・６日（月）・９日（木）・１３日（月） 

２月１７日（金）・２１日（火）・２４日（金）・２８日（火）  
３月７日（火）・１４日（火）　　　　 

３月３日（金）・１０日（金）　　　　　 

３月１３日（月）　　 

２月２１日（火）　　　　　　 

３月５日（日）　　 

２月２７日（月）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 

市役所 

 
市役所 

中央公民館 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５１・２５２） 

 

  
 商工観光課 

（内線３８３） 
 

人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

 
午後１時～４時　 

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（２月１５日～３月１５日） 

くらしの 番情報
個
人
情
報
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
生
活
が
大
変
便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
反

面
、
大
手
企
業
か
ら
の
個
人
情
報
の
流
出
が
次
々
と
明
る
み
に
出
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
取
り
扱
い
を
さ
れ
た
場

合
、
個
人
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
安
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

期　　　日 医療機関名

２月１９日（日） 行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院

行田中央総合病院

２６日（日）

３月 ５日（日）

１２日（日）

休日急患診療

・対象の方には個人通知します。

・対象者以外（平成１７年１０月３１日以前に生まれて生後６月に達する

までの間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けて下さい。

・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し

た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患

を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す

るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。

・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。

・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。

・体温は接種会場で測定してください。

・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか

りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳

２月２７日（月） 平成１７年１１月１日～１５日生まれ

３月 ７日（火） 平成１７年１１月１６日～３０日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係になやみがあるなど
の相談をお受けします。
小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談

できます。
また、精神障害などで生活のしづらさがあり、困ってい

る方の相談もお受けします。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ２月１６日（木）、３月２日（木）・１４日（火）
場　　所 保健センター

麻しん（はしか）および風しんの
予防接種はお済みですか

平成１８年４月１日から、麻しんおよび風しんの予防接
種の受け方が変わります。
「麻しん、風しん」の予防接種は、混合ワクチンによる

２回接種になります。第１期は、１歳から２歳までの１年
間、第２期は小学校入学前の１年間です。

７歳６月未満のお子さんは誕生日をご確認ください

平成１０年１０月２日
生まれから
平成１６年４月１日
生まれまでの未接種者　

平成１８年３月３１日までにどち
らも接種を済ませてください。
（麻しんワクチンおよび風しんワ
クチンを1回ずつ接種）

平成１６年４月２日
生まれから
平成１７年２月２８日
生まれまでの未接種者　

平成１８年３月３１日までにどち
らも接種を済ませてください。
（麻しんワクチンおよび風しんワ
クチンを1回ずつ接種）
なお、どちらも受けておらず、
どちらも罹

かか

ったことがない場合
には、平成１８年４月１日以降、
２歳の誕生日を迎える前日まで、
新制度による麻しん、風しん混
合ワクチンを接種することもで
きますが、感染する前に接種し
ていただくことが大切ですので、
早期に接種しましょう。

平成１７年３月１日
生まれから
平成１７年４月１日
生まれまで　

平成１８年４月１日以降の新制度
による麻しん、風しん混合ワク
チンを受けてください。
詳細は個人通知（３月初旬送付
予定）をご覧ください。

平成１７年４月２日
生まれ以降

平成１８年４月１日以降の新制度
による麻しん、風しん混合ワク
チンを受けてください。
１歳になったらなるべく早く受
けましょう。
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埼
玉
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
条
件
や
解
雇
な
ど

を
め
ぐ
り
労
働
者
個
人
と
使
用
者
と
の
間
で
話
し
合
い

が
ま
と
ま
ら
ず
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
当
事
者

の
申
請
に
基
づ
き
、
あ
っ
せ
ん
員
が
双
方
の
意
見
の
調

整
や
助
言
な
ど
を
行
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
が
図

ら
れ
る
よ
う
援
助
（
あ
っ
せ
ん
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
ま
た
は
使
用

者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
は
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

同
事
務
局
調
整
課

�
０
４
８
―
８

３
０
―
６
４
５
５

埼玉県では、体外受精、顕微授精の治療費用を助成しています

不妊に関する相談窓口を設置しています

・平成１７年４月以降に受けた治療が対象です。
・申請期限は３月３１日（金）です。

対　　象 県の指定医療機関で体外受精または顕微授精の
治療を今年度受けた県内在住の法律上の夫婦
で、前年の夫婦の所得合計額が６５０万円未満の方。
（さいたま市、川越市在住の方を除く）

内　　容 年額１０万円を上限に、通算２年間助成
申請窓口 行田保健所
問い合わせ 行田保健所 �５５６－３１８１

埼玉県こども家庭課 �０４８－８３０－３５６１
＊県のホームページでもご案内しています
http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/BG00/

seidonoannnai.html

埼玉県不妊専門相談センター

内　　容 医師による面接相談（要電話予約）
場　　所 埼玉医科大学総合医療センター内
問い合わせ 同センター �０４９－２２８－３４１０

女性健康支援センター

内　　容 不妊相談（電話または面接）
相 談 日 毎週火・金曜日　午前１０時～正午

午後１時～４時
場　　所 坂戸保健所内
問い合わせ 同センター �０４９－２８３－９０２０

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

３月 ３日（金） 

３月１４日 (火） 
平成１７年１０月１５日～１１月１４ 
日生まれの子 

３月１０日 (金） 平成１６年９月生まれの子 

３月２３日 (木） 平成１５年８月生まれの子 

３月１７日 (金） 平成１４年９月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ３月２４日（金） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
３月 ６日（月） 

３月２８日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ３月１３日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

３月２７日 (月） 

３月２２日 (水） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１７年１０月１５日～１１月１４ 
日生まれの子供を持つ方 

平成１７年８月１５日～１０月１４日 
生まれの子供を持つ方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ３月 ８日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

個
別
的
労
使
紛
争
の

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の

少
量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家

具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の

の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
自
転
車
用
取
り
付
け
い
す
　
▽
大
人
用

学
習
い
す
　
▽
折
り
た
た
み
式
座
卓
　
▽

洋
服
だ
ん
す
　
▽
電
子
レ
ン
ジ
　
▽
大
人

用
ベ
ッ
ド
　
▽
ワ
ー
プ
ロ
　
▽
ハ
イ
ロ
ー

ベ
ッ
ド
・
チ
ェ
ア
ー
　
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス

▽
学
習
机
　
▽
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
タ
ー

▽
テ
レ
ビ

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
ベ
ビ
ー
ガ
ー
ド
　
▽
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
付
電
話
　
▽
家
庭
用
足
踏

み
ミ
シ
ン
　
▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
▽
押

手
付
三
輪
車
　
▽
大
人
用
自
転
車
　
▽
エ

ア
コ
ン
　
▽
掃
除
機
　
▽
応
接
セ
ッ
ト

▽
室
内
用
す
べ
り
台
　
▽
子
供
用
自
転
車

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

�
５
５
６
―

９
５
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
３
―
０
７

９
２

不
用
品
情
報

《加須市》
タイトル いなほの湯　ひな祭りお茶会　
内　　容 お風呂に、お食事に、ご家族で１日のんびりお

過ごしいただけるいなほの湯で「ひな祭りお茶
会」を開催します。家庭ではあまり見られなく
なった豪華な七段飾りのお雛様の前でお茶をお
もてなしいたします。

日　　時 ２月２６日（日）午前１０時～午後３時
場　　所 いなほの湯エントランスホール
参 加 費 お茶席無料(ただし入館料はかかります)
＜いなほの湯利用案内＞

開館時間 午前９時３０分～午後９時
休 館 日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
入 館 料

問い合わせ いなほの湯 �０４８０－６３－１１２６

《羽生市》
タイトル 羽生スカイフェスタ２００６ ボランティア　
内　　容 雄大な利根川を舞台に１２回目の熱気球の大会

が開催されます。スタッフとして競技運営にご
協力していただけるボランティアを募集してい
ます。ぜひ、ご協力ください。

期　　日 ５月１３日（土）・１４日（日）
場　　所 利根川河川敷（昭和橋下流）
主　　催 羽生スカイフェスタ実行委員会
申し込み・問い合わせ

３月３１日（金）までに羽生市観光協会（羽生市
民プラザ内）�５６０－３１１１

《騎西町》
タイトル 炭焼き体験会
内　　容 埼玉県環境科学国際センターに隣接している

「種足ふれあいの森」で、炭焼き体験会を行い
ます。

日　　時 ３月２６日（日）午前９時～午後４時（雨天の
場合は４月２日（日））
・午前９時～作業開始、午前１０時３０分～点火
・午後２時～木酢液採取開始　
※時間は目安です。

場　　所 「種足ふれあいの森」炭焼き小屋
参加無料 事前申し込み不要
そ の 他 当日は汚れてもいい服装で、マスクと軍手をご

用意ください。また、木酢液が欲しい方はペッ
トボトルをご持参ください。

問い合わせ 騎西町都市計画課 �０４８０－７３－１１１１
（内線１４２）

《北川辺町》
タイトル いきいき学びあいフェスティバル２００６
内　　容 町民の学習成果の発表と生涯学習の普及啓発を

目的として開催します。多くの皆さんのご来場
をお待ちしています。

日　　時　３月１１日（土）・１２日（日）午前１０時～
場　　所 北川辺町生涯学習センター「みのり」
内　　容 親子ふれあい鑑賞会、サークル活動の紹介、体

験学習コーナー
問い合わせ 北川辺町教育委員会 �０２８０－６２－１７１０

《大利根町》
タイトル 第１０回　童謡のふる里おおとねウォーク
内　　容 大利根町の自然豊かなコースを歩く童謡のふる

里おおとねウォークを開催します。周囲ののど
かな風景を楽しみながら、みなさんで一緒に歩
いて健康づくりをしてみませんか。

期　　日 ３月１２日（日）予備日１９日（日）
申し込み・問い合わせ

大利根町体育協会事務局　大利根町教育委員会
生涯スポーツ担当 �０４８０－７２－１３２３

～でかけませんかとなりまち～

区　分 加須市・騎西町居住者 それ以外の方

中学生以上 ５００円 ７００円

小学生 ３００円 ４００円

小学校就学前 無　料 無　料
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一
般
書

・
テ
ー
マ
で
読
む
現
代
史
（
盛
田
真
史
）

・
Ｊ
Ｒ
全
線
全
駅
下
車
の
旅
（
横
見
浩
彦
）

・
血
液
の
ガ
ン
（
飛
内
賢
正
監
修
）

・
脳
内
汚
染
（
岡
田
尊
司
）

・
も
っ
た
い
な
い
事
典
「
50
音
エ
コ
川
柳
」
で
今

日
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
（
赤
星
た
み
こ
）

・
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ッ
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
平
野
泰
三
）

・
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
化
遺
産
（
田
中
亮
三
）

・
ラ
イ
ト
・
グ
ッ
ド
バ
イ
（
東
直
己
）

・
愛
が
い
な
い
部
屋
（
石
田
衣
良
）

・
暁
の
密
使
（
北
森
鴻
）

・
恋
ひ
ら
り
（
島
村
洋
子
）

・
津
波
（
高
嶋
哲
夫
）

・
蝶
（
皆
川
博
子
）

児
童
書
　

・
救
助
犬
ベ
ア

（
ス
コ
ッ
ト
・
シ
ー
ル
ズ
　
ナ
ン
シ
ー
・
Ｍ
・
ウ
ェ
ス
ト
）

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
爆
発
（
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ゲ
ッ
ツ
）

・
日
本
の
伝
統
食
を
科
学
す
る
第
１
巻
（
小
泉
武
夫
）

・
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
の
大
運
動
会
　
（
富
安
陽
子
）

・
海
賊
ジ
ョ
リ
ー
の
冒
険
１
（
カ
イ
・
マ
イ
ヤ
ー
）

・
ミ
ス
タ
ー
ド
ッ
グ
（
ガ
ー
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
）

・
と
べ
た
よ
ハ
リ
ー
（
キ
ム
・
ル
イ
ス
）

・
き
ょ
う
と
い
う
ひ
（
荒
井
良
二
）

▼
日
時

２
月
25
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

３
月
４
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

２
月
18
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

峰
の
王
者
羊
の
ク
ラ
ッ
グ

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
日
時

３
月
３
日
（金）
・
14
日
（火）
午
後
１
時
30
分
開

始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

乳
幼
児
の
こ
と
ば
と
心
の
発
達
に
は
、
家
庭
内
で

の
肉
声
に
よ
る
語
り
か
け
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

図
書
館
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
絵
本

２
冊
と
ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

２
月
20
日
（月）
・
27
日
（月）
・
28
日
（火）
、
３
月
６
日
（月）
・

13
日
（月）

〈
特
別
整
理
に
伴
う
臨
時
休
館
〉

新
た
な
蔵
書
構
成
・
サ
ー
ビ
ス
方
針
を
策
定
す
る

た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
所
蔵
資
料
約
17

万
冊
の
所
在
確
認
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

３
月
１
日
（水）
〜
３
日
（金）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
に
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間

内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

寄
居
に
あ
る
鉢
形
城
の
城
主
・
北
条
氏
邦
が
こ

の
物
語
の
主
人
公
で
す
。

小
田
原
北
条
氏
の
中
で
、
氏
邦
は
、
比
較
的
マ

イ
ナ
ー
な
存
在
な
の
で
、
恐
ら
く
彼
を
扱
っ
た
小

説
は
こ
の
作
品
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

北
条
氏
３
代
目
の
氏
康
は
、
関
東
８
カ
国
を
そ

の
勢
力
下
に
置
く
た
め
に
、
三
男
の
氏
照
を
八
王

子
の
滝
山
城
、
四
男
の
氏
邦
を
寄
居
の
鉢
形
城
に

送
り
込
み
ま
す
。
好
戦
的
な
兄
・
氏
照
に
対
し
、

氏
邦
は
臆
病
者
と
し
て
描
か
れ
、
甲
斐
の
武
田
勢

や
越
後
の
上
杉
勢
を
前
に
し
て
も
、
な
る
べ
く
戦

を
避
け
る
こ
と
を
考
え
た
り
、
周
辺
諸
国
と
の
融

和
を
図
る
道
を
模
索
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。
戦

い
に
明
け
暮
れ
た
戦
国
時
代
に
あ
っ
て
、
戦
よ
り

も
治
政
を
優
先
さ
せ
た
一
風
変
わ
っ
た
武
将
で
す
。

私
が
、
こ
の
本
を
お
薦
め
す
る
理
由
は
、
鉢
形

城
の
こ
と
や
、
北
条
氏
邦
の
人
物
像
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
忍
城
の
成
田
長
泰
や
、
皿
尾
城
の

木
戸
忠
朝
な
ど
、
行
田
市
所
縁

ゆ

か

り

の
武
将
も
登
場
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

今
、「
歴
史
系
譜
」
で
は
、
忍
藩
主
阿
部
家
の
こ

と
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
小
説
で
、
中

世
の
忍
城
、
ひ
い
て
は
、
中
世
の
行
田
を
旅
し
て

み
る
の
も
一
興
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
ま
だ
第
一
部
し
か
発
行
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
４
３
５
ペ
ー
ジ
の
分
量
は
、
読
み
応
え

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

坂西　哲さん
（野）

「
北
条
戦
国
記
　
氏
邦
初
陣
」

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

近
衛
　
龍
春
　
著

休

館

日

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

子
ど
も
映
画
会

3
月
15
日
（水）
 

星
宮
小 

3
月
14
日
（火）
 

太
田
西
小 

3
月
10
日
（金）
 

埼
玉
小 

3
月
8
日
（水）
 

北
小 

3
月
7
日
（火）
 

北
河
原
小 

2
月
24
日
（金）
 

須
加
小 

2
月
21
日
（火）
 

桜
ヶ
丘
小 

2
月
17
日
（金）
 

太
田
東
小 

2
月
23
日
（木）
 

3
月
9
日
（木）
 

2
月
16
日
（木）
 

泉
小 

3
月
2
日
（木）
 

2
月
15
日
（水）
 

荒
木
小 



昨
年
12
月
31
日
、
記
念
す
べ
き
合
併
の
瞬
間

を
み
ん
な
で
迎
え
よ
う
と
、
有
志
に
よ
る
実
行

委
員
会
主
催
の
合
併
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
�
あ
り

が
と
う
南
河
原
村
�
が
開
催
さ
れ
多
く
の
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
南
河
原
中
学
校
校
庭
で
は
、

小
中
学
生
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
や
子
供
太
鼓
、

来
賓
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
会
場

の
人
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
、
は
つ
ら

14

写
真
館

写
真
館

１
月
１
日
、
古
代
蓮
会
館
で
は
迎
春
企
画
「
初

日
の
出
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
室
で
は
お
し
る
こ
が
振
る
舞
わ
れ
、
記
念

品
の
贈
呈
、
福
袋
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

埼
玉
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
彩
の
か
が
や
き
」
が

当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
一
番
乗
り
は
、
午
前
３
時
か
ら
並
ん

だ
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
城
坂
強
さ
ん
。
行
田
が

大
好
き
だ
と
い
う
城
坂
さ
ん
は
２
年
連
続
で
一
番

乗
り
で
し
た
。
日
の
出
の
予
定
時
刻
の
時
点
で
は

曇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
柔
ら
か
な
日
が
差

し
、
展
望
台
に
登
っ
た
70
人
の
来
館
者
は
穏
や
か

な
新
年
の
幕
開
け
に
す
が
す
が
し
い
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

村
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

穏
や
か
な
新
年
の
幕
開
け

つ
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
の

さ
さ
ら
の
披
露
や
南
河
原
村
の
思
い
出
を
語
る

回
顧
ト
ー
ク
な
ど
の
後
、
会
場
の
人
た
ち
が
一

斉
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
午
前

０
時
の
年
明
け
と
と
も
に
会
場
に
飾
り
付
け
ら

れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
一
斉
に
点
灯
さ
れ

る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。

12
月
31
日
、
行
田
ゆ
く
年
く
る
年
が
忍
城
址

（
郷
土
博
物
館
）
鐘
楼
付
近
で
開
催
さ
れ
、
お
よ

そ
２
千
５
０
０
人
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
先
着
１
千
人
ま
で
の
人
が
年
越
し

の
鐘
を
突
く
こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、
家
族

や
友
人
な
ど
が
長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
１
日
午
前
０
時
の
年
明
け
と
と

も
に
南
河
原
村
と
合
併
し
、
新
「
行
田
市
」
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
場
で
も
大
き
な
拍
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

年
越
し
の
鐘
で
新
年
ス
タ
ー
ト
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新
し
い
校
旗
で
仲
間
入
り

新
た
な
仲
間
も
加
わ
り

〜
新
成
人
を
祝
う
会
〜

１
月
20
日
、
県
道
行
田
市
停
車
場
酒
巻
線
バ

イ
パ
ス
開
通
記
念
式
典
が
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
横
田
市
長
ら
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
の

後
、
同
バ
イ
パ
ス
で
は
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
通
し
た
の
は
国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の

総
合
公
園
（
信
号
）
か
ら
北
へ
、
熊
谷
羽
生
線

ま
で
の
区
間
１
千
１
６
０
ｍ
で
、
幅
員
16
ｍ

（
車
道
６
ｍ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

の
中
心
部
と
北
部
を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
路
と
し

て
、
引
き
続
き
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

１
月
８
日
、
産
業
文
化
会
館
で
は
平
成
18
年

新
成
人
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
１
月
１
日
に
南
河
原
村
と
の
合
併
に

よ
り
、
新
「
行
田
市
」
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の

開
催
で
あ
り
、
南
河
原
地
区
の
新
成
人
65
人
を

含
む
１
千
１
５
０
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
あ
い
さ
つ
や
横
田
市
長
の
祝
辞

に
続
き
、
20
歳
の
主
張
で
は
成
人
代
表
２
人
が

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
中
学
時
代
の
思
い
出
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド

上
映
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
新
成
人

た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

１
月
１
日
に
行
田
市
と
南
河
原
村
が
合
併

し
、
新
た
に
南
河
原
小
学
校
（
荻
原
五
郎
校
長
）

と
南
河
原
中
学
校（
永
沼
規
美
雄
校
長
）が
市
立

の
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
２
校
の
３
学
期
始
業
式

で
、
横
田
市
長
か
ら
校
長
へ
新
し
い
校
旗
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

２
校
で
は
、
冬
休
み
を
元
気
に
過
ご
し
た
児

童
・
生
徒
ら
が
「
行
田
市
立
」
と
刻
ん
だ
新
し
い

校
名
板
が
設
置
さ
れ
た
校
門
を
通
り
、
新
た
な

気
持
ち
で
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
ロ
ウ
バ
イ
の
林
」
を
目
指
し
て

12
月
25
日
、
古
代
蓮
の
里
園
内
で
ロ
ウ
バ
イ

の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
の
蓮
を
は
じ
め
、
春
の
梅
や
桜
、

秋
の
コ
ス
モ
ス
な
ど
、
古
代
蓮
の
里
を
一
年
を

通
し
て
四
季
折
々
の
花
を
楽
し
め
る
公
園
に
し

よ
う
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
提
案
か
ら
決
ま
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
個
人
21
人
、
４
つ
の
団
体
や
企

業
か
ら
の
寄
付
さ
れ
た
ロ
ウ
バ
イ
の
植
樹
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
ロ
ウ
バ
イ
の
林
」

を
目
指
し
、
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。

新
た
な
主
要
道
路
が
開
通
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自
然
の
風
と

一
体
と
な
り
ス

ピ
ー
ド
感
と
爽

快
感
を
味
わ
え

る
イ
ン
ラ
イ
ン

ス
ケ
ー
ト
。
イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ

ー
ト
ク
ラ
ブ
は

そ
の
楽
し
さ
と

魅
力
を
感
じ
な

が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

活
動
は
、
毎
週
日
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
５
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で
と
幅
広

い
世
代
の
会
員
30
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
普

段
は
市
内
で
本
格
的
に
活
動
で
き
る
場
所
が
な

い
た
め
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
内
の
東
第

３
多
目
的
広
場
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
日

本
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
方
の
指
導
に
よ

り
、
車
輪
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
ロ
ー
ラ
ー
ブ

レ
ー
ド
を
履
い
て
の
基
礎
基
本
か
ら
、
ス
ピ
ー

ド
を
徐
々
に
出
し
て
い
く
な
ど
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
人
は
、
け
が
を
し
な
い
た

め
の
柔
軟
体
操
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
つ
け
て
の

基
本
的
な
転
び
方
も
習
い
ま
す
。
上
達
す
れ
ば

小
学
生
で
は
時
速
30
Km
、
大
人
で
時
速
60
Km
の

世
界
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス
の

発
散
に
も
な
る
と
の
こ
と
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
は
、
定
期
的
に
行
わ

れ
る
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
や
渡
良
瀬

遊
水
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
な
ど
に
参
加
し
、

技
術
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
が
幅
広
い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
る

の
は
、
足
や
関
節
な
ど
へ
の
負
担
が
他
の
ス
ポ

ー
ツ
に
比
べ
て
少
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら
有
酸

素
運
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ス
ケ
ー
ト

を
履
く
こ
と
で
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に

全
身
の
筋
肉
を
使
う
の
で
、
体
も
引
き
締
ま
り
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
体
が
締
ま
り
、
体
重
が
10
kg
以
上
も
減
り
ま

し
た
」
と
話
す
会
員
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ

ー
ト
。
体
験
を
希
望
す
る
方
は
、
活
動
時
間
内

に
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

同
ク
ラ
ブ
島
崎
宅
�
５
５
４
│
８
４
３
４

私
の
作
品

南
河
原
　
若
林
　
水
翁

山
眠
る
野
の
一
川
を
沈
ま
せ
て

犬
塚
　
　
細
井
喜
美
江

大
晦
日

み
そ
か

の
夜
も
忘
れ
ず
飲
む
薬

谷
郷
　
　
内
田
　
　
茂

平
凡
に
貸
借

か
し
か
り

無
し
の
年
送
る

忍
　
　
　
丸
山
　
連
子

良
き
事
の
み
思
ひ
の
浮
ぶ
年
湯
か
な

富
士
見
町
お
お
ば
水
杜

す
い
と

村
の
名
の
生
ま
れ
変
り
や
賀
状
書
く

谷
郷
　
　
大
谷
　
峯
生

鍬く
わ

の
土
け
づ
り
落
と
し
て
年
惜
し
む

下
須
戸
　
田
島
　
星
州

利
根
小
春
標し

る

べ
小
さ
き
関
所
跡

荒
木
　
　
高
沢
も
と
子

目
指
す
も
の
あ
り
て
白
鳥
ふ
り
向
か
ず

埼
玉
　
　
松
岡
　
孝
子

贈
る
人
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
に
マ
フ
ラ
ー
編
む

堤
根
　
　
柴
田
　
忠
二

空
っ
風
波
立
つ
沼
に
釣
師
あ
り

深
水
町
　
松
岡
て
る
を

歳
晩
や
棚
に
捧
げ
て
宝
く
じ

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

インラインスケート

スケートで心も体もスッキリ
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荒
木
　
　
藤
田
　
栄
之

閉
店
の
手
書
き
の
文
字
や
冬
の
月

旭
町
　
　
大
川
ふ
さ
子

あ
ら
た
な
る
出
会
い
も
あ
り
し
年
の
暮

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

今
月
は
「
刻
書
が
生
き
が
い
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
る
藤
田
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
刻

書
と
は
、
書
を
刀
（
ノ
ミ
）
で
刻
し
た
（
彫

っ
た
）
も
の
で
す
。
刻
書
に
つ
い
て
藤
田
さ

ん
は
「
刻
書
の
喜
び
は
、
素
材
を
選
び
い
ろ

い
ろ
な
工
程
を
重
ね
、
仕
上
げ
る
ま
で
長
い

時
間
を
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。
特
に
彫
っ
て

い
る
時
は
『
無
』
の
境
地
に
い
る
の
で
最
高

で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん
が
現
在
製
作
中
の
作
品
は
「
忍
」。

「
日
本
に
は
漢
字
一
文
字
に
多
く
の
意
味
を
も

つ
文
字
文
化
が
あ
る
の
で
、
行
田
の
歴
史
を

一
文
字
で
表
現
し
、
地
は
古
代
蓮
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
彫
っ
て
み
ま
し
た
。
木
目
の
美
し
さ

と
豊
か
な
水
を
思
い
な
が
ら
、
浮
き
城
の
ま

ち
を
表
現
す
る
た
め
、
庭
に
赤
い
花
を
咲
か

せ
、
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
る
「
ざ
く
ろ
の

実
」
の
汁
を
使
っ
て
着
色
。
自
然
を
大
切
に

す
る
行
田
市
民
の
優
し
さ
を
表
現
し
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
２
月
９

日
か
ら
の
行
田
市
美
術
展
に
出
品
す
る
予
定

で
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
今

回
の
作
品
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

彫
る
言
葉
と
出
会
い
、
書
体
を
決
め
、
そ
れ

に
合
っ
た
材
料
が
手
に
入
れ
ば
、
後
は
文
字

の
練
習
を
し
な
が
ら
彫
り
方
を
考
え
た
り
、

染
料
を
工
夫
し
た
り
す
れ
ば
仕
上
が
り
ま
す
。

『
無
』
の
境
地
を
楽
し
み
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

時
間
を
大
切
に
し
、
作
品
作
り
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
傘
寿
を
過

ぎ
て
も
精
力
的
に
創
作
活
動

に
取
り
組
む
藤
田
さ
ん
の
顔

は
、
若
さ
と
希
望
に
輝
い
て

い
ま
し
た
。

「
初
詣
八
十
路
の
夢
の

多
か
り
き
」

（
元
旦
に
藤
田
さ
ん
が
詠
ん

だ
句
）

富
岡
　
凜り

ん

ち
ゃ
ん
（
向
町
）

誠
・
早
苗
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
２
月
17
日
生
ま
れ

「
明
る
く
素
直
な
子
に
な
っ
て
ね
」

石
丸
　
零
月

れ
つ
き

ち
ゃ
ん
（
深
水
町
）

肇
志
・
妙
加
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
２
月
11
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

青
池
　
萌
花

も
え
か

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

剛
志
・
佐
緒
里
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
２
月
17
日
生
ま
れ

「
素
直
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」

渡
辺
　
陽
菜

は
る
な

ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

俊
充
・
す
み
れ
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
２
月
14
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
く
明
る
い
子
に
」

田
口
　
遥
菜

は
る
な

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

昌
弘
・
比
登
美
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
２
月
７
日
生
ま
れ

「
健
康
な
子
に
育
っ
て
ね
!!
」

今月は、平成17年4月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは2月28日（火）です。
抽選会は3月3日（金）の午後1時30分市役所203会議室 生

き
が
い
　
〜
刻
書
〜

藤
田
　
久
仁
さ
ん
（
佐
間
）

『冬の古墳』（油彩）
秋山　晃一（忍）



行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
大
会
運
営
に
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
15
歳

以
上
の
方
　
▼
活
動
日
時

４
月
２

日
（日）

午
前
６
時
30
分
〜
正
午
ご
ろ

ま
で
　
※
３
月
下
旬
に
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
　
▼
内
容

参
加
者

受
付
や
記
録
証
発
行
の
補
助
な
ど
簡

単
に
で
き
る
も
の
　
▼
募
集
期
間

２
月
13
日
（月）
〜
28
日
（火）

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

同
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

�
５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時

２
月
25
日
（土）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

児
童
セ

18

ン
タ
ー
　
▼
内
容

人
形
劇
や
ゲ
ー

ム
な
ど
　
▼
定
員

50
人
　
▼
参
加

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月
13
日
（月）
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

�
５
５
４
―
５
７
０
６

▼
日
時

２
月
26
日
（日）

午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
▼
場
所

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
大
広
間

▼
内
容

桃
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
折

り
紙
な
ど
　
▼
定
員

30
人
　
▼
参

加
無
料
　
▼
そ
の
他

高
齢
者
の
方

の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

13
日
（月）
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
�
５

５
４
―
５
７
０
６

▼
日
時

３
月
18
日
（土）

午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

も
の
つ
く

り
大
学
　
▼
内
容

簡
単
な
鋳
造
に

よ
る
か
わ
い
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
を

作
る
　
▼
講
師

櫻
井
大
八
郎
さ
ん

（
同
大
学
教
授
）
▼
対
象
　
市
内
在

住
の
方

▼
定
員
　
15
組
（
で
き
る

だ
け
小
学
生
と
の
親
子
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
）
▼
参
加
費
　
１
組
２
０
０

円
（
保
険
料
）
▼
そ
の
他

昼
食
は

各
自
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
大
学

の
食
堂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
３
月
６
日

（月）
〜
10
日
（金）
の
午
前
中
ま
で
に
も

の
つ
く
り
大
学
情
報
課

�
５
６
４

―
３
８
１
３

▼
日
時

３
月
４
日
（土）

午
後
１
時

30
分
〜
　
▼
場
所

長
野
公
民
館
ホ

ー
ル
　
▼
テ
ー
マ
「
報
道
番
組
と
わ

た
し
」
▼
講
師
　
宮
崎
浩
輔
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
▼
入
場

無
料
　
▼
問
い
合
わ
せ

長
野
公
民

館
�
５
５
３
―
１
４
１
４

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
当

事
者
、
家
族
お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ん

に
病
気
と
し
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、「
精
神
保
健
福
祉
講

座
〈
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い

て
〉」
を
開
催
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
お
悩
み
の
本
人
、
家
族
の
方
や

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
い
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

２
月
23
日
（木）

午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
▼
場
所

教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
第
一
学
習
室

▼
講
師

上
妻
英
正
さ
ん
（
不
動
ヶ

丘
病
院
院
長
）
ほ
か
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
内
線
２
７
９
）ま
た
は
行
田

保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当

�
５

５
６
―
３
１
８
１

行
田
浮
き
城
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
、
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

同
実
行
委
員
会
高

橋
宅
�
５
５
６
―
２
７
６
８

▼
日
時

３
月
７
日
（火）

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
た
だ
し
正

午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
　
▼
内
容

全
血
献
血
　
▼
主
催

行
田
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
▼
問
い
合
わ
せ

熊

谷
血
液
セ
ン
タ
ー

�
５
２
５
―
１

３
３
０

広告

鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

ひ
な
ま
つ
り
会

親
子
も
の
づ
く
り
講
座

長
野
公
民
館

文
化
講
演
会

精
神
保
健
福
祉
講
座

献

血

第
13
回
「
市
民
祭
・

行
田
浮
き
城
ま
つ
り
」

企
画
委
員
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▼
日
時

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後

７
時
〜
８
時
30
分
　
▼
場
所

忍
中

学
校
剣
道
場
（
体
育
館
１
階
）
▼
対

象

小
学
生
　
▼
指
導

剣
道
連
盟

▼
会
費

１
月
２
千
５
０
０
円
（
大

会
費
な
ど
を
含
む
）
▼
そ
の
他

体

験
入
部
（
無
料
）
を
小
学
１
年
〜
３

年
は
金
曜
日
、
小
学
４
年
〜
６
年
は

火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
防
具

な
ど
は
す
ぐ
に
用
意
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
▼
問
い
合
わ
せ

同

部
鈴
木
宅

�
５
５
５
―
３
８
０
２

ま
た
は
島
野
宅

�
５
５
３
―
７
２

６
８

▼
日
時

２
月
26
日
（日）

午
後
１
時

30
分
開
場
　
２
時
開
演
　
▼
場
所

持
田
公
民
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

世

界
の
民
話
（
珍
し
い
話
、
不
思
議
な

話
、
悲
し
い
話
、
楽
し
い
話
）
を
お

芝
居
仕
立
て
で
演
じ
ま
す
。
▼
参
加

費

３
０
０
円
（
３
歳
以
上
）
▼
主

催

行
田
お
や
こ
劇
場
　
▼
問
い
合

わ
せ

同
事
務
局
�
０
８
０
―
５
５

０
５
―
４
５
５
５
（
午
後
６
時
以
降

は
鹿
内
宅
�
５
５
５
―
０
７
６
４
）

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
と
交
流
を
深

め
る
た
め
に
、「
ひ
な
ま
つ
り
パ
ー
テ

ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
知
り
合
い

の
外
国
人
を
誘
っ
て
、
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

３
月
５
日
（日）

午
後
２
時

▼
場
所

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
（
羽

生
市
下
羽
生
１
０
１
４
―
１

�
５

６
３
―
５
１
１
１
）
▼
内
容

ひ
な

人
形
の
展
示
、
民
族
舞
踊
、
外
国
人

の
ス
ピ
ー
チ
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
　
▼
対

象

外
国
人
ま
た
は
外
国
人
を
同
伴

し
た
日
本
人
（
会
場
が
手
狭
な
た

め
、
対
象
者
を
制
限
）
▼
参
加
費

５
０
０
円
　
▼
主
催

羽
生
国
際
交

流
市
民
の
会
　
※
羽
生
市
、行
田
市
、

加
須
市
、
騎
西
町
、
北
川
辺
町
、
大

利
根
町
が
連
携
し
て
開
催
　
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月
24
日
（金）

ま
で
に
羽
生
市
秘
書
広
報
課

�
５

６
１
―
１
１
２
１(

内
線
２
０
４)

広告

行
田
市

少
年
剣
道
部
部
員

第
１
０
６
回
鑑
賞
例
会
　

『
風
の
子
バ
ザ
ー
ル
』

（
劇
団
風
の
子
）

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

ご利用ください
シルバー人材センター

埼玉大学経済学部（夜間主コース）受講生

シルバー人材センターでは、草取りや植木の剪定
せんてい

、買

い物や掃除などの家事援助のほか、犬の散歩や植木の水

やり、ペンキ塗りなど、短時間の仕事もお請けしますの

でご利用ください。また、手が足りないなど、何かお困

りの方は、ぜひご相談ください。

《会員募集》

シルバー人材センターでは一緒に活動できる会員を募集

しています。短時間の仕事もあります。高齢者のみなさん、

働く生きがいを見つけてみませんか。入会説明会を毎月第

３木曜日午前１０時から開催していますので、入会を希望

する方はお越しください。女性の方も大歓迎です。

問い合わせ 行田市シルバー人材センター

（佐間１―11―３）�５５６―５２２１

高齢者や団塊の世代のみなさん、大学でもう一度勉強

してみませんか。

対　　象 県内在住で昭和２５年４月１日以前に生ま

れた方

場　　所 埼玉大学経済学部（さいたま市桜区）

費　　用 １科目につき９,３００円（全１５回、教材費別）

申し込み ２月１７日（金）までに往復はがき（氏名

（ふりがな）、住所、電話番号、年齢、生年月日、受講

希望科目（希望順に記入、いくつでも可））を記入し、

〒３３０－９３０１ 埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１５

－１埼玉県長寿社会政策課まで

問い合わせ 同課　�０４８－８３０－３２５１

期　日 科目名 定　員

前期４～７月

後期１０～２月

社会保障論

都市行政論

マーケティング論

日本経済史

各５０人

（抽選）

清潔で快適な水洗トイレが使用できるようになります。また、くみ
取りの心配や浄化槽の管理といった煩わしさから開放されます。

下水道一口メモ
公共下水道のはたらき
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行田市の人口と世帯　　　　人口８８,７８６人　男４４,１７９人　女４４,６０７人　世帯数３１,４６５世帯
（平成１８年１月１日現在） １２月中の異動　出生４１人　転入等４,３９４人　死亡８１人　転出等２１１人

広告

健康被害を発生させるということで問題となって

いる石綿（アスベスト）を含有している建築材料の

情報が市のホームページから検索できるようになり

ました。

石綿が含有されていると言われている建築材料は、

屋根や天井に使われている石綿スレート板、外壁に

使われるサイディングボードなどがありますが、こ

れらの建築資材は、破損や粉砕をしない通常の使用

状態では、含有している石綿が飛散する可能性は低

いと考えられています。

詳しくは、市のホームページをご覧ください。

問い合わせ 開発指導課（内線３６４）

４月１日（土）から埼玉県内の保健所が再編され、

行田保健所は加須保健所（加須市南町５―１５）に

統合されます。

なお、県行田地方庁舎２階に行田分室が設置され

ます。

分室の取り扱い業務

○未熟児養育医療、特定疾患等の医療費給付申請

○難病相談など　○食品営業の許可申請（毎月第２

月曜日）○水質検査申し込み（毎月第３月曜日）

※祝祭日の場合は変更あり

なお、保健所統合に伴い、福祉部門を受け持つ北

埼玉福祉保健総合センターも加須保健所に移ります。

詳しくは、北埼玉福祉保健総合センター・行田保

健所へ問い合わせください。

問い合わせ 同所 �５５６―３１８１

募集人員 １人 年齢 ２０歳ぐらい～４５歳ぐら

いまで　　勤務場所 市役所生活課（受付ロビー）

勤務期間 ３月１日（水）～９月３０日（土） 勤務

内容 市役所総合案内業務　　勤務時間 午前８時

３０分～午後５時　　時給　７５０円　　申し込み

市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入のうえ、

２月２１日（火）までに人事課へ持参してください。

申し込み後、面接のうえ採用します。 問い合わせ

人事課（内線２０８）または生活課（内線２５１）

市では、市民の皆さんと市長が気軽に親しく話し

合う「コーヒーブレークミーティング」を行ってい

ます。３月のテーマは「さきたま古墳群の世界遺産

登録について」です。

市民の皆さんの声を市政に反映させるため、一人

でも多くの方の申し込みをお待ちしています。

日時 ３月１１日（土）午前９時３０分～１１時　

場所　郷土博物館会議室　　応募資格 市内在住

の方 定員 ８人（申し込み者多数の場合は選考）

申し込み ２月１７日（金）までに、官製はがきに

住所･氏名･年齢･職業･電話番号のほか、テーマに関

する意見など（アイデアや感じたことでも可）を記

入して　〒３６１ー８６０１　行田市本丸２番５号

行田市役所広報広聴課「コーヒーブレークミーティ

ング」担当まで　　問い合わせ 同課（内線３１８）

気軽にご参加ください

「コーヒーブレークミーティング」
第２５回を開催

「コーヒーブレークミーティング」
第２５回を開催

保健所の所管が４月１日から変わります保健所の所管が４月１日から変わります

生活課臨時職員生活課臨時職員

下水道事業受益者負担金の納付をお忘れなく
～期限内納付にご協力をお願いします～

下水道事業受益者負担金の納付をお忘れなく
～期限内納付にご協力をお願いします～

期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利用く

ださい。

第４期納期限 ２月２８日（火）

問い合わせ 下水道課 �５６４―０３０３

（前谷１―１水道庁舎内）

石綿（アスベスト）が含まれる
建築材料の情報が

市のホームページから検索できます

石綿（アスベスト）が含まれる
建築材料の情報が

市のホームページから検索できます



▼
日
時

３
月
４
日
（土）

午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館
研

修
工
作
室
　
▼
内
容

「
洋
ラ
ン
」

を
使
っ
た
寄
せ
植
え
を
作
る
と
と
も

に
、
ラ
ン
の
特
性
を
理
解
し
失
敗
し

な
い
管
理
方
法
を
学
び
ま
す
。
▼
講

師

伊
藤
弘
充
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル

テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
イ
ン
ド
ア
グ
リ

ー
ン
専
攻
講
師
）
▼
定
員

30
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費

３
千
１
０
０

円
（
保
険
料
・
材
料
代
）
▼
申
し
込

み

２
月
18
日
（土）

午
前
９
時
か
ら

古
代
蓮
会
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

▼
日
時

３
月
18
日
（土）
〜
26
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

商
工
セ

ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
▼
テ

ー
マ

「
ぎ
ょ
う
だ
の
秋
・
冬
」
お

よ
び
「
自
由
作
品
」
▼
入
場
無
料
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国民健康保険税・・・８期　　納期限・・・２月２８日（火）
介護保険料・・・・・８期　　　

今月の納税

広告

洋
ラ
ン
の
入
っ
た

高
級
寄
せ
植
え
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

ふ
る
さ
と
写
真
館
　

〜
み
ん
な
で
つ
く
る

み
ん
な
の
写
真
館
〜

体育施設臨時職員募集

職種

①グリーンアリーナ窓口
および施設管理

１人
１８～３０歳
ぐらいまで

若干名
１８～３０歳
ぐらいまで

１人
１８～６０歳
ぐらいまで

若干名
高校生～３０歳
ぐらいまで

昼間
７００円

夜間
７５０円

履歴書（写真貼付）に
希望職種を明記の上、
グリーンアリーナへ
２月２６日（日）までに
お申し込みください。

グリーンアリーナ
（和田１２４２）
�５５３－３３７７

月～日曜日　午前８時３０分～午後５時３０分　
（休日含む）（週３～４日のローテーション勤務）
※雇用保険加入

②グリーンアリーナ窓口
および施設管理

（主に平日夜間および
休日勤務）

月～金曜日　午後５時３０分～９時３０分
土日祝日　　午前８時３０分～午後５時３０分

または午後５時３０分～９時３０分
（週３日程度のローテーション勤務）

③総合公園庭球場クラブ
ハウス

（和田１１６５総合公園内）

月～日曜日　 午前８時３０分～午後１時
または午後１時～５時３０分

（休日含む）（週４日程度のローテーション勤務）

④市民プール監視および
施設管理

（本丸３－５ �５５５－
２４５５)

月～金曜日　午後６時３０分～９時
土日祝日　　午後０時４５分～５時１５分

または午後６時３０分～９時
（週３日程度のローテーション勤務）

採用人数 時給 申し込み・問い合わせ勤務時間
（各業務それぞれ下記の時間を勤務割表に基づき交代勤務）



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ

■発行日／ 平成18年2月1日

■発　行／ 行田市役所　〒３６１－８６０１行田市本丸2番5号
TEL５５６－１１１１　FAX５５０－２１１６
ホームページ http://www.city.gyoda.saitama.jp
iモード http://www.city.gyoda.saitama.jp/i

■編　集／ 総合政策部広報広聴課

江
戸
幕
府
は
政
治
倫
理
の
基
本
に
儒
学
を
用
い
、

な
か
で
も
朱
子
学
思
想
を
支
配
秩
序
構
築
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
諸
藩
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
幕
府
の
思
想
顧
問
で
あ
る
林
家

で
学
ん
だ
学
者
た
ち
が
大
名
家
の
儒
者
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
学
問
を
好
ん
だ
将

軍
に
仕
え
る
側
近
た
ち
に
と
っ
て
は
、
儒
者
を
抱

え
、
自
身
も
そ
の
倫
理
に
精
通
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
将
軍
と
の
君
臣
関
係
の
な
か

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

阿
部
家
は
３
代
将
軍
徳
川
家
光
に
取
り
立
て
ら

れ
、
政
権
の
中
枢
を
担
っ
た
大
名
家
で
す
。
阿
部

忠
秋
は
将
軍
家
へ
の
忠
義
を
特
に
重
ん
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
以
降
の
藩
主
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
元
禄
時
代
の
全
国
の
大
名
の
風
聞
を
記
し
た

『
土
芥
寇
讎
記

ど
か
い
こ
う
し
ゅ
う
き

』
に
は
、

徳
川
綱
吉
の
も
と
で
老

中
と
し
て
権
勢
を
振
る

っ
た
３
代
阿
部
正
武
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
は
正
武
は
猿
楽
を

大
変
好
ん
だ
が
、
こ
れ

は
将
軍
綱
吉
が
好
ん
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は

忠
臣
の
や
り
方
で
あ
る
。

文
武
を
捨
て
猿
学
ば
か

り
を
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
が
、
政
道
を
怠
ら

ず
余
暇
に
い
そ
し
む
の
は
極
め
て
賢
い
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

学
問
好
き
の
綱
吉
に
合
わ
せ
、
正
武
も
儒
学
の

勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
将
軍
の
御
前
で
た
び
た
び

儒
学
の
講
釈
を
行
っ
た
り
、
能
を
演
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
儒
学
者
三
宅
尚
斎
し
ょ
う
さ
い

を
家
臣
に
取
り
立
て
ま

し
た
。
し
か
し
、
尚
斎
は
綱
吉
の
生
類
憐
れ
み
政

策
を
批
判
し
、
そ
の
側
近
で
あ
る
正
武
に
仕
え
る

こ
と
を
拒
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
４
代
正
喬
ま
さ
た
か

の
代

に
な
り
、
藩
政
改
革
に
関
す
る
上
書
を
提
出
し
ま

す
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
つ
い
に
忍
城
内
に
監

禁
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
経
緯
や
尚

斎
の
考
え
を
記
し
た
の
が
『
白
雀
録

は
く
じ
ゃ
く
ろ
く

』
で
す
。
そ

の
後
忍
藩
を
離
れ
江
戸
で
塾
を
開
き
、
名
声
が
高

ま
り
多
く
の
大
名
の
信
奉
を
得
ま
し
た
。

新
興
大
名
の
阿
部
家
に
と
っ
て
、
家

臣
団
の
結
束
を
固
め
る
た
め
に
も
、
主

従
関
係
の
あ
り
方
を
示
す
思
想
は
必
要

な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
家
臣
の
諫
言
か
ん
げ
ん

を
聞
か
ず
冷
遇
し
た
こ
と
を
当
時
の

人
々
は
批
判
し
、『
白
雀
録
』
は
政
治
倫

理
の
書
と
し
て
読
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
同
書
は
阿
部
家
家
臣
団
の
日
常
記

録
と
し
て
の
資
料
価
値
も
も
っ
て
い
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

冬の食卓で重宝な白菜が出回っています。煮るとかさが減るのでたくさ
ん食べられますが、エネルギーは低いので太る心配はありません。また、
ビタミンＣやカリウムが豊富でスープに溶け出します。カリウムには塩分
を体外へ排出し、血圧を下げる効果もあるのでスープごといただきましょ
う。スープは体を温め、新陳代謝を高めるので風邪の予防にもつながりま
す。簡単ですからぜひお試しください。

白菜スープ

栄養成分（1人分）
エネルギー72kcal たんぱく質2.3g 脂質4.1g
塩分1.0g カリウム261mg ビタミンＣ26mg

行田保健所管内地域活動栄養士会

…冬野菜で体を温めよう…

ぎょうだ 

阿

部

家

と

三

宅

尚

斎

143

白雀録

作り方
①野菜は食べやすい大きさに切り、ベーコンは1cm幅、春雨はもど
して5cm長さに切る。
②水に野菜とベーコンを入れやわらかくなるまで煮る。春雨を加えて
塩・コショウで味をととのえる。

材料（4人分）
白菜…4枚　ニンジン…1/2本　しいたけ…１枚　ほうれん草…1/4束
春雨…10g ベーコン…1枚　水…2カップ　塩、コショウ…少々


